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若手研究者海外挑戦プログラムによる派遣を終了しましたので、下記のとおり報告いたします。  

なお、下記記載の内容については相違ありません。  

記  

1．派遣先：都市名 ミネアポリス，ミネソタ  （国名  米国  

2．研究課題名（和文）：プラズマ駆動薬剤輸送システム確立に向けた活性種の時空間分布計測  

3．派遣期間  29年10月 2日 ～ 平成30年 3月31日 （182日  

4．受入機関名・部局名：Department of MechanicalEngineering．Universitv of Minnesota   

5．派遣先で従事した研究内容と研究状況（1／2ページ程度を目安に記入すること）   

大気圧低温プラズマの革新的な医療応用が提案され，その多くで作用因子はプラズマ中の非平衡  
反応場が作り出す短寿命活性種であるとされている．しかし，特定の短寿命括性種を定量すること  
は非常に難しく，治療として確立するために必要不可欠な作用機序解明は困難を極めていた．本研  
究では，プラズマ一生体間の相互作用解明を目的と  
して，プラズマ中及びゲルに供給された短寿命活  
性種の定量測定を試みた．   

図1に，広帯域U†吸収分光法によって得られた  
吸光スペクトルの実験値とフィッティング結果を  
示す．回転エネ／レギ一分布がボルツマン分布に従  
うとして，OHラジカルの時間平均数密度と回転温  
度を得た．図2は，OHラジカル（＋オゾン）・H202  
の検出プロープであるKI－Starch・TiOSO4を含有  
させたゲルのプラズマ照射後の明視野図である．  
（c）のように吸光度の空間分布を取得することで，  

活性種の供給パターンを得ることに成功した．ま  
た，吸光度の校正により着色分子の定量も行った．   

このように，プラズマ中活性種密度・空間分布  
とゲル側で検出された活性種供給量を比較して，  
プラズマー生体界面の物質輸送機梼解明を目指し  
て，帰国後も共同研究を行っている．  
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図1：広帯域UV吸収分光法によるOHラジカル定量．  
言
．
且
O
q
u
巾
モ
○
ゆ
召
叩
○
＞
平
d
■
○
∝
 
 
 

亡
 
 

． 
 

1 
1 

●：KトSb陀h  

●二¶0＄Oq  

一喝職叫勒h．          ●  
■■         ■．．●彗  

榊  KI・＄tarch  

lb）  
¶tanium（lV）  

OXyS血bto  ■  ▲  ■  ● 10 1】  
Rl仙呵  

図2：プラズマ照射後の（a）KI－Starch・（b）TiOSO4含有  
ゲル．（C）吸光度の径方向分布．   






